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　県社協では、県内社会福祉法人の福祉サービス車両購入助成事業を実施しており、
令和元年度は次の３法人へ助成を行いました。

このマークの車が
県内を走ります !

5

賛助会員名簿別紙

この事業は、平成25年11月に解散した「財団法人積善会」から継承した基金を活用し実施しているものです。

助成法人名
社会福祉法人　光道園
社会福祉法人　竹伸会
社会福祉法人　南越前町社会福祉協議会

所在地
越 前 町
福 井 市
南越前町

トヨタ　ヴォクシー
トヨタ　ハイエース（幼児バス）
スズキ　ワゴンＲ

助成車両

助 成 法 人 の 声

社会福祉法人　光道園
　この度は福祉車両の助成をいた
だき、誠にありがとうございました。
通所の利用者様の送迎等に有意義
に使用させていただいています。「新
しい車が入った」と利用者様、職員
とも、とても喜んでおります。今後
もたくさんの笑顔や思い出になって
いきますように、安全運転で大切に
使わせていただきます。

社会福祉法人　竹伸会
　この度は福祉サービス車両購入
助成金をいただき誠にありがとうご
ざいました。子ども達専用の仕様を
備えた車両を購入させていただき
ましたので、毎日の送迎や園外活動
にも安全に対応することができま
す。貴重な助成金をいただいたこと
に感謝しながら、地域の子育て支援
に貢献できるよう大切に使わせてい
ただきます。

社会福祉法人　南越前町社会福祉協議会
　この度は助成金をいただき、あり
がとうございました。車輌が整備さ
れたことにより、地域ふれあいサロ
ンや地域福祉教室など積極的に地
域へ出向くことが可能となりまし
た。これからの住民同士の支え合い・
助け合い活動はもとより、生活支援
サービスの開発など、地域福祉活動
の実践の場で活用させていただき
ます。

♥3月27日（金）
　寄付者 福井県電業協会 様
　寄付金 30万円
　贈呈先 県社会福祉協議会

♥3月23日（月）、4月6日（月）・27日（月）
　贈呈者 阿部照伸 様（勝山市）
 手作り布マスク 180枚　※表紙写真掲載
　寄贈先 白梅学園、県総合福祉相談所　他

♥4月10日（金）
　贈呈者 株式会社アタゴ 様（福井市）
 抗菌布マスク 500枚
　寄贈先 市町社会福祉協議会　他

♥4月23日（木）
　贈呈者 小松マテーレ株式会社 様（石川県能美市）
 マスクインナー1,000セット（5,000枚）
　寄贈先 高齢者通所介護事業所、県・市町社会福祉協議会

♥4月24日（金）
　贈呈者 匿　名
 手作り布マスク 60枚
　寄贈先 県社会福祉協議会　他

～福祉サービス車両購入助成事業～

8P ◆「積善会号」があなたのまちへ
　　　　～福祉サービス車両購入助成事業～
◆寄付・寄贈社協TOPICS《新型コロナウイルス関連 他》

◆生活福祉資金緊急貸付について
◆令和2年度社会福祉研修所研修計画の変更
◆ふくしの現場で働く人に贈る「福幸レター」募集
◆修学資金等各種貸付事業のご案内
◆第23回介護支援専門員実務研修受講試験のお知らせ

報告
◆令和２年度 福井県社協事業計画・予算4,5P

6,7P

この広報誌は赤い羽根共同募金の助成により作成しました。

福井県電業協会様から寄付

株式会社アタゴ様から寄贈

小松マテーレ株式会社様から寄付

匿名から寄贈の手作り布マスク

心温まる寄付・寄贈に感謝申し上げます。
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

光道園購入車両

写真提供：㈱日刊県民福井

　勝山市の民生委員・児童委員の阿部照伸さんは、日ごろ
から取り組んでいるボランティア活動の一環として、この
度の新型コロナウイルス感染拡大を受け、手作りしたマ
スクを市役所や市内の福祉施設、県社会福祉協議会等に
寄付されています。
　これまでに（5月7日時点）、大人用と子ども用、幼児用を
あわせて1,000枚製作し、これからもマスク不足が解消され
るまで、できる限り作り続けていきたいと話されています。

こころでつながろう！福井

ふっこう



地域の福祉課題と福祉政策を踏まえた第５次プラン推進期間における方向性

福井県社協がめざす姿

１ 少子高齢社会、人口減少社会
２ 世帯構成の変化

４ 自然災害の大規模・広域化

【基本理念】
～福井県社協がめざす福祉社会の姿～

『誰もが身近な地域でその人らしく　　　　　　　　
　　　　　　　安心して暮らせる福祉社会の実現』

【組織理念】
～福井県社協がめざす組織像～

『私たちはあなたと語り合いともに考え、　　　　　　　
　　歩みながら笑顔あふれる福井づくりに全力を尽くします』

【組織スローガン】
～理念を共有するための県民の皆さんとの合言葉～
『つないでキラリ☆まち・ひと・えがお。』

第１次プラン(平成14～平成18年度)

第２次プラン(平成19～平成21年度)

第３次プラン(平成22～平成26年度)

第４次プラン(平成27～令和元年度)

第５次プラン (令和2～令和6年度までの5年間)

３ 産業を支える人材不足、
　 人材の多様化

５ 地域支え合い機能の低下

４つの基本目標

❶子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組み強化
❷ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり
❸福祉・介護で働く在日外国人への支援
❹企業や社会福祉法人と連携してすすめる障がい者の
　社会参加促進
❺災害時福祉救援体制の強化

社会的孤立を生まない
地域づくり
地域と福祉を支える
担い手づくり

制度の狭間を生まない
包括的支援体制づくり
新たな課題に取り組む
組織・ネットワークづくり

4つの基本目標を横断し
総合的にすすめる5つのチャレンジ

⑴
⑵
⑶
⑷

家庭介護をめぐる問題
子どもの貧困・貧困の連鎖
ひきこもり、8050問題

国の政策・制度

地域共生社会の実現

５つのチャレンジと具体的な推進方策
❶子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組み強化
　　◆住民主体による「みんなの居場所」づくりをすすめます
　　◆子どもの居場所の立ち上げ支援や情報発信をします

❷ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり
　　◆ひきこもりの状態にある方等の社会的理解をすすめます
　　◆支援者の育成・資質向上に努めます
　　◆関係機関との連携に努めます

❸福祉・介護で働く在日外国人への支援
　　◆介護業務に従事する在日外国人や雇用事業所を支援します
　　◆在日外国人に対する就職支援、経済的支援をします

❹企業や社会福祉法人と連携してすすめる障がい者の社会参加促進
　　◆障がいのある方への社会的理解をすすめます
　　◆社会福祉法人による障がい者の雇用や社会参加をすすめます
　　◆職場体験機会の提供や助成事業を行います

❺災害時福祉救援体制の強化
　　◆災害時にも助け合えるまちづくりに取り組みます
　　◆災害時の福祉支援体制を整えます

［推進方策１］
誰もが居場所と出番をもてる
地域づくりへの支援

［推進方策２］
県民が主役でボランティア活
動に参加できる機会の提供

［推進方策３］
市町社協や多機関との協働に
よる地域支え合いへの支援

［推進方策４］
地域共生社会の実現に向け
た調査・研究

［推進方策５］
福祉人材確保と定着のための
支援の強化

［推進方策６］
魅力ある福祉の職場づくり
支援

［推進方策７］
福祉現場の課題解決に即し
た研修の企画・実施

［推進方策８］
生活困窮者等に対する適切な
相談支援体制の強化

［推進方策９］
地域における権利擁護体制
の推進

［推進方策10］
多機関協働の中核となる市町
社協活動への支援

［推進方策11］
社会福祉法人経営への支援

［推進方策12］
福祉サービスの基盤強化への
支援

［推進方策13］
災害福祉支援体制づくりへの
貢献

［推進方策14］
課題共有・情報発信機能の
強化

［推進方策15］
組織・財政機能の強化

［推進方策16］
事務局体制の強化

基本目標⑴
社会的孤立を生まない

地域づくり

基本目標⑵
地域と福祉を支える
担い手づくり

基本目標⑶
制度の狭間を生まない
包括的支援体制づくり

基本目標⑷
新たな課題に取り組む
組織・ネットワークづくり

第5次プランにおける基本目標

第5次プランにおける推進方策
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介
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介
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よ
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縦
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と
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取
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５
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述
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踏
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⑴
社
会
的
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を
生
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地
域
づ
く
り

今
日
深
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し
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い
る
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祉
課
題
の
背
景

に
は
、
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。

無
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住
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取
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。

⑵
地
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と
福
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を
支
え
る
担
い
手
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く
り

幅
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。
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す
。

ま
た
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に
、

福
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人
材
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑶
制
度
の
狭
間
を
生
ま
な
い
包
括
的
支
援

体
制
づ
く
り

多
様
化
・
複
雑
化
し
た
福
祉
ニ
ー
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に
対

応
す
る
た
め
に
、
従
来
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
に
加
え
、
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
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目
指
す
支
援
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
、
制

度
の
狭
間
を
生
ま
な
い
包
括
的
支
援
体
制
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷
新
た
な
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題
に
取
り
組
む
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

新
た
な
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題
へ
の
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ャ
レ
ン
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を
継
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し

て
い
く
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め
の
組
織
体
制
づ
く
り
や
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ッ
ト

ワ
ー
ク
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。
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５
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プ
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組
み
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し
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掲
げ
る
「
基
本
目
標
」
を
達
成
す

る
た
め
、「
推
進
方
策
」
と
、
進
行
管
理
の

指
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と
し
て
掲
げ
た
「
達
成
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標
」
に
よ
っ

て
、
プ
ラ
ン
の
推
進
期
間
中
や
期
間
の
最
終

的
な
局
面
で
の
評
価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
本
計
画
を
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る

す
べ
て
の
方
々
と
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

事
業
・
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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祉
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地域の福祉課題と福祉政策を踏まえた第５次プラン推進期間における方向性

福井県社協がめざす姿

１ 少子高齢社会、人口減少社会
２ 世帯構成の変化

４ 自然災害の大規模・広域化

【基本理念】
～福井県社協がめざす福祉社会の姿～

『誰もが身近な地域でその人らしく　　　　　　　　
　　　　　　　安心して暮らせる福祉社会の実現』

【組織理念】
～福井県社協がめざす組織像～

『私たちはあなたと語り合いともに考え、　　　　　　　
　　歩みながら笑顔あふれる福井づくりに全力を尽くします』

【組織スローガン】
～理念を共有するための県民の皆さんとの合言葉～
『つないでキラリ☆まち・ひと・えがお。』

第１次プラン(平成14～平成18年度)

第２次プラン(平成19～平成21年度)

第３次プラン(平成22～平成26年度)

第４次プラン(平成27～令和元年度)

第５次プラン (令和2～令和6年度までの5年間)

３ 産業を支える人材不足、
　 人材の多様化

５ 地域支え合い機能の低下

４つの基本目標

❶子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組み強化
❷ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり
❸福祉・介護で働く在日外国人への支援
❹企業や社会福祉法人と連携してすすめる障がい者の
　社会参加促進
❺災害時福祉救援体制の強化

社会的孤立を生まない
地域づくり
地域と福祉を支える
担い手づくり

制度の狭間を生まない
包括的支援体制づくり
新たな課題に取り組む
組織・ネットワークづくり

4つの基本目標を横断し
総合的にすすめる5つのチャレンジ

⑴
⑵
⑶
⑷

家庭介護をめぐる問題
子どもの貧困・貧困の連鎖
ひきこもり、8050問題

国の政策・制度

地域共生社会の実現

５つのチャレンジと具体的な推進方策
❶子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組み強化
　　◆住民主体による「みんなの居場所」づくりをすすめます
　　◆子どもの居場所の立ち上げ支援や情報発信をします

❷ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり
　　◆ひきこもりの状態にある方等の社会的理解をすすめます
　　◆支援者の育成・資質向上に努めます
　　◆関係機関との連携に努めます

❸福祉・介護で働く在日外国人への支援
　　◆介護業務に従事する在日外国人や雇用事業所を支援します
　　◆在日外国人に対する就職支援、経済的支援をします

❹企業や社会福祉法人と連携してすすめる障がい者の社会参加促進
　　◆障がいのある方への社会的理解をすすめます
　　◆社会福祉法人による障がい者の雇用や社会参加をすすめます
　　◆職場体験機会の提供や助成事業を行います

❺災害時福祉救援体制の強化
　　◆災害時にも助け合えるまちづくりに取り組みます
　　◆災害時の福祉支援体制を整えます

［推進方策１］
誰もが居場所と出番をもてる
地域づくりへの支援

［推進方策２］
県民が主役でボランティア活
動に参加できる機会の提供

［推進方策３］
市町社協や多機関との協働に
よる地域支え合いへの支援

［推進方策４］
地域共生社会の実現に向け
た調査・研究

［推進方策５］
福祉人材確保と定着のための
支援の強化

［推進方策６］
魅力ある福祉の職場づくり
支援

［推進方策７］
福祉現場の課題解決に即し
た研修の企画・実施

［推進方策８］
生活困窮者等に対する適切な
相談支援体制の強化

［推進方策９］
地域における権利擁護体制
の推進

［推進方策10］
多機関協働の中核となる市町
社協活動への支援

［推進方策11］
社会福祉法人経営への支援

［推進方策12］
福祉サービスの基盤強化への
支援

［推進方策13］
災害福祉支援体制づくりへの
貢献

［推進方策14］
課題共有・情報発信機能の
強化

［推進方策15］
組織・財政機能の強化

［推進方策16］
事務局体制の強化

基本目標⑴
社会的孤立を生まない

地域づくり

基本目標⑵
地域と福祉を支える
担い手づくり

基本目標⑶
制度の狭間を生まない
包括的支援体制づくり

基本目標⑷
新たな課題に取り組む
組織・ネットワークづくり

第5次プランにおける基本目標

第5次プランにおける推進方策

本
会
で
は
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
の

創
設
50
周
年
を
機
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

向
け
て
県
民
、
関
係
者
と
の
協
働
活
動
を
計

画
化
し
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
ふ
く
い
地

域
福
祉
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
４
度
の
改
訂
を
経
て
、
こ
の
度
、

令
和
２
〜
６
年
度
を
推
進
期
間
と
す
る
「
第

５
次
ふ
く
い
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
21
」（
以
下
、

「
第
５
次
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
ま

し
た
。

今
日
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

介
護
・
保
育
人
材
不
足
や
老
老
介
護
、
介
護

離
職
等
、
高
齢
者
介
護
に
関
わ
る
課
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

会
的
孤
立
や
経
済
的
に
困
窮
す
る
状
態
に
あ

る
生
活
困
窮
・
困
難
者
へ
の
支
援
と
い
っ
た

課
題
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
８
０
５
０
問
題
や
子
ど
も
の
貧
困
と

い
っ
た
新
た
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
生
活
不
安
や
生
活
課
題
を
抱
え
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
国
や
県
に
お
い

て
は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
対

応
や
「
支
え
手
」
と
「
受
け
手
」
と
い
う
関

係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
参
画
の
も
と
、
人
と
人
、
人
と

資
源
が
世
代
や
分
野
を
横
断
し
て
つ
な
が

り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が

い
が
尊
重
さ
れ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
掲
げ
、
各
種
の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

令
和
２
年
度
を
始
期
と
す
る
第
５
次
プ
ラ

ン
で
は
、
本
会
と
し
て
の
基
本
理
念
お
よ
び

組
織
理
念
、
組
織
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
継
承
し
な

が
ら
、前
述
し
た
今
日
的
な
状
況
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
県
域
に
お
け
る
地
域
福
祉
推
進
を
担

う
中
核
的
団
体
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

取
組
み
の
柱
と
な
る
４
つ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
ま
し
た
。

⑴
社
会
的
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り

今
日
深
刻
化
し
て
い
る
福
祉
課
題
の
背
景

に
は
、
課
題
を
抱
え
た
世
帯
や
当
事
者
が
社

会
的
に
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

無
関
心
を
な
く
す
た
め
の
福
祉
教
育
や
意

識
啓
発
、
地
域
住
民
が
「
我
が
事
」
と
し
て

地
域
の
課
題
に
目
を
向
け
、
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑵
地
域
と
福
祉
を
支
え
る
担
い
手
づ
く
り

幅
広
い
層
に
福
祉
職
場
の
魅
力
を
発
信

し
、
福
祉
を
支
え
る
人
材
の
発
掘
や
確
保
、

採
用
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
福
祉
職

場
の
環
境
改
善
の
支
援
等
に
よ
り
職
員
の
定

着
に
つ
と
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
体
制
を
念
頭
に
、

福
祉
人
材
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑶
制
度
の
狭
間
を
生
ま
な
い
包
括
的
支
援

体
制
づ
く
り

多
様
化
・
複
雑
化
し
た
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
、
従
来
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
に
加
え
、
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
す
支
援
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
、
制

度
の
狭
間
を
生
ま
な
い
包
括
的
支
援
体
制
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

新
た
な
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
組
織
体
制
づ
く
り
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
５
次
プ
ラ
ン
で
は
、
取
組
み
の
方
向 

性
と
し
て
掲
げ
る
「
基
本
目
標
」
を
達
成
す

る
た
め
、「
推
進
方
策
」
と
、
進
行
管
理
の

指
標
と
し
て
掲
げ
た
「
達
成
目
標
」
に
よ
っ

て
、
プ
ラ
ン
の
推
進
期
間
中
や
期
間
の
最
終

的
な
局
面
で
の
評
価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
本
計
画
を
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る

す
べ
て
の
方
々
と
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

事
業
・
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会 

中
期（
令
和
２
〜
６
年
度
）活
動
計
画

「
第
５
次
ふ
く
い
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
21
」の
概
要

特集
４
つ
の
基
本
目
標
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令和２年度収支当初予算の概要
※ 事業活動による収支状況（各会計間における繰入・繰出による収支を除く）

（単位：千円）

　令和２年度当初予算における福井県社協の事業活動の収支概要をご理解いただくため、グラフ化したものです。このため、各会計間における繰入・
繰出、その他の活動による収支に関する予算は反映させていません。また、 事業活動による収支差が、△60,678千円となっていることの説明は次の
とおりです。
※過年度に原資が一括交付されている「福祉人材育成・ひとり親家庭等自立資金貸与事業」（公益事業）や生活福祉資金関連会計については、前期繰越を
財源とするため、当期の資金収支差額ではマイナスとなります。社会福祉事業のみの事業活動資金収支差額では、＋10,885千円となります。

令和２年度は、本会の中期活動計画である「第５次ふくい地域 福祉プラン21（推進期間：令和２年度～６年度）」のスタートの年
となります。「誰もが 身近な地域で その人らしく 安心して暮らせる 福祉社会の実現」に向け、市町社会福祉協議会、社会福祉施設、
福祉関係団体、公的機関等と連携・協働し、県民から期待・信頼 される地域福祉の推進を図るため、前頁の「４つの基本目標」と
「５つのチャレンジ」に基づき、諸事業を実施していきます。

「第５次ふくい地域福祉プラン21」「第５次ふくい地域福祉プラン21」に基づく令和2年度事業がスタート！に基づく令和2年度事業がスタート！

収 入

会費収入
15,765

補助金収入
（助成金を含む）

212,901

受託金収入
 222,228

事業収入
62,713 支 出

その他
5,897

その他
12,303

助成金支出
14,761利息収入

20,066
貸付事業支出
22,928

貸付事業収入
62,251

事務費支出
35,858

事業費支出
338,693

人件費支出
250,768

608,227千円 668,905千円

ⅳ 社会福祉法人経営への支援
⒈社会的に評価される社会福祉法人の経営基盤の強化

⑴ 社会福祉施設経営指導事業の実施
⑵ 社会福祉法人経営者協議会の運営支援
⑶ 社会福祉法人連携推進協議会の運営支援
⑷ 社会福祉法人による地域における公益的な取組み

の広報啓発

ⅴ 福祉サービスの基盤強化への支援
⒈利用者の権利擁護と福祉サービスの質の向上

⑴ 保育部会、種別協議会との連携
⑵ 各種協議会の運営支援
⑶ 福祉サービス第三者評価事業の実施
⑷ 地域密着型サービス外部評価事業の実施
⑸ 情報公表センター、調査機関の運営、調査員養成

事業の実施
⑹ 苦情解決体制強化に係る訪問相談、セミナー、調査の実施
⑺ 福祉サービス利用援助事業の運営監視、苦情受付
⑻ 福祉サービス車両購入助成事業の実施

ⅵ 災害福祉支援体制づくりへの貢献
⒈専門性とネットワークを土台にした災害支援活動の強化

⑴ 災害被災地での支援活動
⑵ 各種協定に基づく災害訓練の実施
⑶ 防災マネジャー等研修の実施
⑷ ライオンズクラブとの災害時相互連携協定の管理

と災害時の連携
⑸ 県内の災害福祉支援活動・災害ボランティア活動

ネットワークへの参画・連携
⑹ 福井県社協BCPの管理
⑺ 福井県社会福祉センター指定管理、災害備蓄品の

計画整備
⑻ 防災研修受講等を通じた人材の育成

ⅰ 課題共有・情報発信機能の強化
⒈効果的でインパクトのある情報発信力の獲得

⑴ 福井県社協ホームページの運営管理
⑵ 広報誌「ふくい社会福祉」、情報紙「福悠人」の発行等
⑶ 広報力（ブランディング）セミナー
⑷ SNS等新たな情報収集・発信システムの構築に向

けた検討
⒉福祉課題の集約と提言等によるソーシャルアクション
　 機能の発揮

⑴ 福井県社会福祉センター指定管理（総合相談）、交
流サロン開設

⑵ 調査研究・企画戦略機能の強化
⑶ ふく福くらしサポート、縁側づくりモデルを踏まえた

プログラム開発
⑷ 第67回福井県社会福祉大会の開催

ⅱ 組織・財政機能の強化
⒈会員制度、役員会・評議員会機能の充実

⑴ 会務の運営
⑵ 会員制度の拡充、新会員区分の創設

⒉安定的・持続的な財政基盤の強化 
⑴ 経営分析講座（外部講師）等による職場研修の実施
⑵ 会費の増収と新たな財源づくりに向けた多分野多

機関との協働
⑶ 基金・積立金の適正管理と持続可能な計画的運用
⑷ ふくいチャリティアート展の実施

ⅲ 事務局体制の強化
⒈PDCAサイクルに基づく事業の管理体制の強化

⑴ 第５次ふくい地域福祉プラン21の進行管理
⑵ 職員の専門性と柔軟性を活かす機能的な事務局体

制づくり（改編）
⑶ 人事考課システムの導入に向けた情報収集と検討
⑷ 職場研修（キャリアパス体系）の進行管理

⒉やりがいと愛着を感じられる職場環境の実現 
⑴ 福利厚生企画の拡充、残業時間縮減、副業の基準

づくり
⑵ 勤務時間の客観管理、安全衛生徹底、休暇取得管

理等の推進
⑶ 職員による職場環境改善提案の推進

新たな課題に取り組む組織・ネットワークづくりⅣ
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令和２年度収支当初予算の概要
※ 事業活動による収支状況（各会計間における繰入・繰出による収支を除く）

（単位：千円）

　令和２年度当初予算における福井県社協の事業活動の収支概要をご理解いただくため、グラフ化したものです。このため、各会計間における繰入・
繰出、その他の活動による収支に関する予算は反映させていません。また、 事業活動による収支差が、△60,678千円となっていることの説明は次の
とおりです。
※過年度に原資が一括交付されている「福祉人材育成・ひとり親家庭等自立資金貸与事業」（公益事業）や生活福祉資金関連会計については、前期繰越を
財源とするため、当期の資金収支差額ではマイナスとなります。社会福祉事業のみの事業活動資金収支差額では、＋10,885千円となります。

令和２年度は、本会の中期活動計画である「第５次ふくい地域 福祉プラン21（推進期間：令和２年度～６年度）」のスタートの年
となります。「誰もが 身近な地域で その人らしく 安心して暮らせる 福祉社会の実現」に向け、市町社会福祉協議会、社会福祉施設、
福祉関係団体、公的機関等と連携・協働し、県民から期待・信頼 される地域福祉の推進を図るため、前頁の「４つの基本目標」と
「５つのチャレンジ」に基づき、諸事業を実施していきます。

「第５次ふくい地域福祉プラン21」「第５次ふくい地域福祉プラン21」に基づく令和2年度事業がスタート！に基づく令和2年度事業がスタート！

収 入

会費収入
15,765

補助金収入
（助成金を含む）

212,901

受託金収入
 222,228

事業収入
62,713 支 出

その他
5,897

その他
12,303

助成金支出
14,761利息収入

20,066
貸付事業支出
22,928

貸付事業収入
62,251

事務費支出
35,858

事業費支出
338,693

人件費支出
250,768

608,227千円 668,905千円

ⅰ 誰もが居場所と出番をもてる地域づくりへの支援
⒈子どもを真ん中においた地域支え合い活動の推進

⑴ 子ども未来支援事業の実施
新⑵ 子どもを中心に地域で取り組む福祉教育推進事業の実施
⒉シニア層の地域社会活動への意識向上

⑴ ふくい健康長寿祭の実施
⑵ ラジオ放送講座の実施
⑶ 情報紙「福悠人」の発行
⑷ 「第33回全国健康福祉祭岐阜大会」への選手派遣
⑸ アクティブシニア養成支援事業および登録の実施

⒊地域における介護への意識醸成
⑴ 介護出前講座の実施

ⅱ 県民が主役でボランティア活動に参加できる機会の提供
⒈ボランティア活動者の広がり

⑴ 「つながれボランティアの輪」推進運動の実施
⑵ 福井県まごころ基金助成事業の実施
⑶ ボランティアに関わる情報の発信
⑷ 福井県ボランティアセンター運営委員会の開催
⑸ 市町社協ボランティアセンター会議の開催
⑹ 企業や各関係機関との連携

 
ⅲ 市町社協や多機関との協働による地域支え合いへの支援
⒈世代を超えた幅広い支え合い活動の広がりと定着

⑴ 子どもを中心に地域で取り組む福祉教育推進事業の
実施　※再掲

⑵ 福井県災害ボランティアセンター連絡会との連携
⑶ 福井県民生委員児童委員協議会の支援および民生委

員・児童委員活動との連携
⑷ 福井県まごころ基金助成事業の実施　※再掲

ⅳ 地域共生社会の実現に向けた調査・研究
⒈新たな生活課題を明確化、対応策の提案
新⑴ 新たな生活課題への対応や「ひきこもり」に対する理解促進

ⅰ 福祉人材確保と定着のための支援の強化
⒈福祉ニーズに対応できる多様な人材の確保および定着

⑴ 福祉人材センター・嶺南福祉人材バンク事業の実施
⑵ 保育人材センター事業の実施
⑶ 介護人材確保定着総合推進事業の実施
⑷ 介護支援専門員実務研修受講試験の実施
⑸ 介護従事者への研修の実施
⑹ 介護福祉士等修学資金貸付事業の実施
⑺ 保育士修学資金等貸付事業の実施

新⑻ 外国人介護人材育成支援事業の実施
⒉若年層に対する福祉職の魅力発信とイメージアップ

⑴ 学校等訪問・介護職場体験事業の実施
⑵ 教員免許介護等体験事業の実施

新⑶ 高校教員向け入門的研修・施設見学会の実施

ⅱ 魅力ある福祉の職場づくり支援
⒈福祉職員の生涯を通じた就業意欲の増進

⑴ 民間社会福祉施設職員退職共済事業の実施
⑵ 福利厚生センター（ソウェルクラブ）事業の推進

ⅲ 福祉現場の課題解決に即した研修の企画・実施
⒈質の高い知識・技術を持つ福祉職の育成と定着率の向上

⑴ 福祉職員専門課題別研修の実施
⑵ 福祉職員業種別・職種別研修の実施
⑶ 介護支援専門員養成研修の実施
⑷ 認知症介護実践者研修の実施
⑸ 保育士等キャリアアップ研修の実施
⑹ キャリアパス対応福祉職員生涯研修の実施
⑺ 定着支援研修の実施

⒉研修管理システムの構築
⑴ 研修受講申込・管理手続きのシステム化の検討・導入
⑵ 研修受講履歴管理システムの検討・導入

ⅰ 生活困窮者等に対する適切な相談支援体制の強化
⒈生活困窮者等の自立支援

⑴ 生活福祉資金貸付事業の実施
⑵ 生活困難者相談支援事業（ふく福くらしサポート事業）

の実施
⑶ ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業の実施
⑷ 児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業の実施
⑸ 児童養護施設退所後の生活支援に関する助成
⑹ 緊急食糧支援事業の実施

⒉包括的支援体制に向けた従事者の資質向上
⑴ 包括的支援体制の構築をめざすセミナーの開催
⑵ 包括的な相談支援対応力向上研修の開催
⑶ 社協ワーカー養成研修の開催
⑷ 施設・社協ボランティア担当職員研修の開催

ⅱ 地域における権利擁護体制の推進
⒈社協による権利擁護体制の強化

⑴ 日常生活自立支援事業の実施
⑵ 市町社協設置の法人後見センター等への支援

⒉成年後見制度の理解促進、普及啓発
⑴ 成年後見講座の実施

⒊高齢者の生活、権利の擁護
⑴ 高齢者権利擁護推進事業の実施

ⅲ 多機関協働の中核となる市町社協活動への支援
⒈市町社協事業活動の充実

⑴ 市町社協会長会の運営支援
⑵ 市町社協トップセミナーの開催
⑶ 市町社協事務局長会議の開催
⑷ 市町社協地域福祉担当者会議の開催
⑸ 社協ワーカー養成研修の開催　※再掲
⑹ 市町社協個別訪問の実施
⑺ 各種研修会・講座等での啓発、指導・助言等
⑻ 市町社協の基礎データ、課題等に関する情報の収集・分析
⑼ 市町社協の各種計画・ビジョンづくり等への技術的支援

社会的孤立を生まない地域づくりⅠ

地域と福祉を支える担い手づくりⅡ

制度の狭間を生まない包括的支援体制づくりⅢ
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社協トピックス T O P I C

対 象 者

貸 付 上 限 額

据 置 期 間

償 還 期 限

貸付利子・保証人

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、休業等により収入の減少があり、
緊急かつ一時的な生計維持のための貸
付を必要とする世帯
※新型コロナウイルスの影響で収入の減少
があれば、休業状態になくても対象とな
ります。

学校等の休業、個人事業主等の特別な
場合20万円以内
その他の場合10万円以内

１年以内

２年以内

無利子・不要

第23回（令和２年度）福井県介護支援専門員
実務研修受講試験のお知らせ

［問合せ先］　人材研修課  研修グループ　TEL.0776-21-2294

［相談・申込先］住民票と住所地の一致するお住まいの市町社会福祉協議会
※詳細は本会ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/）をご確認ください。

修学資金等各種貸付事業のご案内
保育士・介護福祉士をめざす方や再就職する方、ひとり親家庭、児童養護施設入所者
の方の自立生活を応援します！ いずれも一定の要件（資格取得、対象業務への従事等）を
満たせば、貸付金の全額を返済免除します。

専門学校・短大・大学で資格を取る方に…

介護福祉士・社会福祉士・保育士修学資金

介護の仕事をしながら資格を目指す方に…

介護福祉士実務者研修受講資金
もう一度、介護・保育の仕事にチャレンジする方に…

離職介護人材再就職準備金、保育士就職準備金
高等職業訓練促進給付金を活用し資格を目指す方に…

ひとり親家庭職業訓練資金
児童養護施設や里親等から自立する方の資格取得や生活費等の支援に…

児童養護施設入所者自立支援資金

貸付要件や申請方法など、詳細は本会ホームページ上の募集要項等にてご確認ください。

【問合せ先】地域福祉課  生活支援グループ  TEL.0776-24-4987

〆切を当初より延長しています。 7月10日㈮

生活福祉資金緊急貸付について
各都道府県社会福祉協議会では、新型コロナ感染症の影響による休業や失業等により生活資金でお悩みの方々へ、
特例貸付を実施しています。

新型コロナウイルス禍で
福祉・介護・保育など、ふくしに携わっているあの人へ
「応援」、「感謝」の想いや願いを届けます。

令和2年度 福井県社会福祉研修所
研修の開催中止および延期

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、すでにご案内しました下記研修を、中止および延期することといたし
ました。
　下記以外の研修については、今後の状況を踏まえ開催2か月前を目途に本会ホームページに随時、情報を更新しま
すのでご確認ください。（ホームページ　http://www.f-shakyo.or.jp/）

1 緊急小口資金
（一時的な資金が必要な方［主に休業された方］）
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に
少額の費用の貸付を行います。

対 象 者

貸 付 上 限 額

据 置 期 間

償 還 期 限

貸付利子・保証人

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、収入の減少や失業等により生活に
困窮し、日常生活の維持が困難となっ
ている世帯
※新型コロナウイルスの影響で収入の減少
があれば、失業状態になくても対象とな
ります。

【２人以上】月20万円以内
【単　　身】月15万円以内
（貸付期間：原則3月以内）

１年以内

10年以内

無利子・不要

2 総合支援資金
（生活の立て直しが必要な方［主に失業された方等］）
生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。

（令和2年4月30日現在）

研修事業名 当初予定日
5月
6月
6月
6～7月
8月

5月26日
5月18日
6月19日
6月22日
6月29日
5～6月
5～8月
6～9月
5～8月
6～7月
6～7月
5～6月

延期
中止
延期
中止
延期
延期
延期
中止
延期
延期
中止
中止
中止

第1回目
中止

実施状況

キャリアパス対応
福祉職員生涯研修

福祉職員専門
課題別研修

福祉職員
業種・職種別研修

介護支援専門員
関連研修

認知症介護実践研修

初任者研修
　 福井会場

 丹南会場

中堅職員研修
　 福井会場

 嶺南会場
管理職員研修
ほめ方・叱り方研修

接遇研修
　 福井コース

 丹南コース

老人・障害者福祉施設給食担当職員研修
　 福井コース

 丹南コース
再研修・更新研修（未経験者）　 5月コース
専門・更新研修（経験者）課程Ⅰ　 Ａ・Ｂコース
専門・更新研修（経験者）課程Ⅱ　 Ａ・Ｂコース
認知症介護実践者研修　
認知症対応型サービス事業管理者研修　
小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修　
認知症対応型サービス事業開設者研修　

申込
受付中
です！

●申込受付期間
　7月1日（水）～7月14日（火）
　※土、日曜日を除く

●試験実施日および会場
　10月11日（日）　福井大学文京キャンパス

●試験案内および受験申込書の配布
　6月1日（月）～7月14日（火）

　　各市町介護保険担当課　坂井地区広域連合
　　各市町社会福祉協議会　県長寿福祉課
　　各健康福祉センター　　県社会福祉センター

ふくしの現場で働くあの人へ贈る

「福幸レター」募集中!!
ふくしの現場で働くあの人へ贈る

「福幸レター」募集中!!
ふ っ  こ うふ っ  こ う

◉応募先Eメール fukushi@f-shakyo.or.jp
◉詳しくは、県社協ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/） 応募メールアドレスＱＲ
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社協トピックス T O P I C

対 象 者

貸 付 上 限 額

据 置 期 間

償 還 期 限

貸付利子・保証人

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、休業等により収入の減少があり、
緊急かつ一時的な生計維持のための貸
付を必要とする世帯
※新型コロナウイルスの影響で収入の減少
があれば、休業状態になくても対象とな
ります。

学校等の休業、個人事業主等の特別な
場合20万円以内
その他の場合10万円以内

１年以内

２年以内

無利子・不要

第23回（令和２年度）福井県介護支援専門員
実務研修受講試験のお知らせ

［問合せ先］　人材研修課  研修グループ　TEL.0776-21-2294

［相談・申込先］住民票と住所地の一致するお住まいの市町社会福祉協議会
※詳細は本会ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/）をご確認ください。

修学資金等各種貸付事業のご案内
保育士・介護福祉士をめざす方や再就職する方、ひとり親家庭、児童養護施設入所者
の方の自立生活を応援します！ いずれも一定の要件（資格取得、対象業務への従事等）を
満たせば、貸付金の全額を返済免除します。

専門学校・短大・大学で資格を取る方に…

介護福祉士・社会福祉士・保育士修学資金

介護の仕事をしながら資格を目指す方に…

介護福祉士実務者研修受講資金
もう一度、介護・保育の仕事にチャレンジする方に…

離職介護人材再就職準備金、保育士就職準備金
高等職業訓練促進給付金を活用し資格を目指す方に…

ひとり親家庭職業訓練資金
児童養護施設や里親等から自立する方の資格取得や生活費等の支援に…

児童養護施設入所者自立支援資金

貸付要件や申請方法など、詳細は本会ホームページ上の募集要項等にてご確認ください。

【問合せ先】地域福祉課  生活支援グループ  TEL.0776-24-4987

〆切を当初より延長しています。 7月10日㈮

生活福祉資金緊急貸付について
各都道府県社会福祉協議会では、新型コロナ感染症の影響による休業や失業等により生活資金でお悩みの方々へ、
特例貸付を実施しています。

新型コロナウイルス禍で
福祉・介護・保育など、ふくしに携わっているあの人へ
「応援」、「感謝」の想いや願いを届けます。

令和2年度 福井県社会福祉研修所
研修の開催中止および延期

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、すでにご案内しました下記研修を、中止および延期することといたし
ました。
　下記以外の研修については、今後の状況を踏まえ開催2か月前を目途に本会ホームページに随時、情報を更新しま
すのでご確認ください。（ホームページ　http://www.f-shakyo.or.jp/）

1 緊急小口資金
（一時的な資金が必要な方［主に休業された方］）
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に
少額の費用の貸付を行います。

対 象 者

貸 付 上 限 額

据 置 期 間

償 還 期 限

貸付利子・保証人

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、収入の減少や失業等により生活に
困窮し、日常生活の維持が困難となっ
ている世帯
※新型コロナウイルスの影響で収入の減少
があれば、失業状態になくても対象とな
ります。

【２人以上】月20万円以内
【単　　身】月15万円以内
（貸付期間：原則3月以内）

１年以内

10年以内

無利子・不要

2 総合支援資金
（生活の立て直しが必要な方［主に失業された方等］）
生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。

（令和2年4月30日現在）

研修事業名 当初予定日
5月
6月
6月
6～7月
8月

5月26日
5月18日
6月19日
6月22日
6月29日
5～6月
5～8月
6～9月
5～8月
6～7月
6～7月
5～6月

延期
中止
延期
中止
延期
延期
延期
中止
延期
延期
中止
中止
中止

第1回目
中止

実施状況

キャリアパス対応
福祉職員生涯研修

福祉職員専門
課題別研修

福祉職員
業種・職種別研修

介護支援専門員
関連研修

認知症介護実践研修

初任者研修
　 福井会場

 丹南会場

中堅職員研修
　 福井会場

 嶺南会場
管理職員研修
ほめ方・叱り方研修

接遇研修
　 福井コース

 丹南コース

老人・障害者福祉施設給食担当職員研修
　 福井コース

 丹南コース
再研修・更新研修（未経験者）　 5月コース
専門・更新研修（経験者）課程Ⅰ　 Ａ・Ｂコース
専門・更新研修（経験者）課程Ⅱ　 Ａ・Ｂコース
認知症介護実践者研修　
認知症対応型サービス事業管理者研修　
小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修　
認知症対応型サービス事業開設者研修　

申込
受付中
です！

●申込受付期間
　7月1日（水）～7月14日（火）
　※土、日曜日を除く

●試験実施日および会場
　10月11日（日）　福井大学文京キャンパス

●試験案内および受験申込書の配布
　6月1日（月）～7月14日（火）

　　各市町介護保険担当課　坂井地区広域連合
　　各市町社会福祉協議会　県長寿福祉課
　　各健康福祉センター　　県社会福祉センター

ふくしの現場で働くあの人へ贈る

「福幸レター」募集中!!
ふくしの現場で働くあの人へ贈る

「福幸レター」募集中!!
ふ っ  こ うふ っ  こ う

◉応募先Eメール fukushi@f-shakyo.or.jp
◉詳しくは、県社協ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/） 応募メールアドレスＱＲ
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　県社協では、県内社会福祉法人の福祉サービス車両購入助成事業を実施しており、
令和元年度は次の３法人へ助成を行いました。

このマークの車が
県内を走ります !

5

賛助会員名簿別紙

この事業は、平成25年11月に解散した「財団法人積善会」から継承した基金を活用し実施しているものです。

助成法人名
社会福祉法人　光道園
社会福祉法人　竹伸会
社会福祉法人　南越前町社会福祉協議会

所在地
越 前 町
福 井 市
南越前町

トヨタ　ヴォクシー
トヨタ　ハイエース（幼児バス）
スズキ　ワゴンＲ

助成車両

助 成 法 人 の 声

社会福祉法人　光道園
　この度は福祉車両の助成をいた
だき、誠にありがとうございました。
通所の利用者様の送迎等に有意義
に使用させていただいています。「新
しい車が入った」と利用者様、職員
とも、とても喜んでおります。今後
もたくさんの笑顔や思い出になって
いきますように、安全運転で大切に
使わせていただきます。

社会福祉法人　竹伸会
　この度は福祉サービス車両購入
助成金をいただき誠にありがとうご
ざいました。子ども達専用の仕様を
備えた車両を購入させていただき
ましたので、毎日の送迎や園外活動
にも安全に対応することができま
す。貴重な助成金をいただいたこと
に感謝しながら、地域の子育て支援
に貢献できるよう大切に使わせてい
ただきます。

社会福祉法人　南越前町社会福祉協議会
　この度は助成金をいただき、あり
がとうございました。車輌が整備さ
れたことにより、地域ふれあいサロ
ンや地域福祉教室など積極的に地
域へ出向くことが可能となりまし
た。これからの住民同士の支え合い・
助け合い活動はもとより、生活支援
サービスの開発など、地域福祉活動
の実践の場で活用させていただき
ます。

♥3月27日（金）
　寄付者 福井県電業協会 様
　寄付金 30万円
　贈呈先 県社会福祉協議会

♥3月23日（月）、4月6日（月）・27日（月）
　贈呈者 阿部照伸 様（勝山市）
 手作り布マスク 180枚　※表紙写真掲載
　寄贈先 白梅学園、県総合福祉相談所　他

♥4月10日（金）
　贈呈者 株式会社アタゴ 様（福井市）
 抗菌布マスク 500枚
　寄贈先 市町社会福祉協議会　他

♥4月23日（木）
　贈呈者 小松マテーレ株式会社 様（石川県能美市）
 マスクインナー1,000セット（5,000枚）
　寄贈先 高齢者通所介護事業所、県・市町社会福祉協議会

♥4月24日（金）
　贈呈者 匿　名
 手作り布マスク 60枚
　寄贈先 県社会福祉協議会　他

～福祉サービス車両購入助成事業～

8P ◆「積善会号」があなたのまちへ
　　　　～福祉サービス車両購入助成事業～
◆寄付・寄贈社協TOPICS《新型コロナウイルス関連 他》

◆生活福祉資金緊急貸付について
◆令和2年度社会福祉研修所研修計画の変更
◆ふくしの現場で働く人に贈る「福幸レター」募集
◆修学資金等各種貸付事業のご案内
◆第23回介護支援専門員実務研修受講試験のお知らせ

報告
◆令和２年度 福井県社協事業計画・予算4,5P

6,7P

この広報誌は赤い羽根共同募金の助成により作成しました。

福井県電業協会様から寄付

株式会社アタゴ様から寄贈

小松マテーレ株式会社様から寄付

匿名から寄贈の手作り布マスク

心温まる寄付・寄贈に感謝申し上げます。
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

光道園購入車両

写真提供：㈱日刊県民福井

　勝山市の民生委員・児童委員の阿部照伸さんは、日ごろ
から取り組んでいるボランティア活動の一環として、この
度の新型コロナウイルス感染拡大を受け、手作りしたマ
スクを市役所や市内の福祉施設、県社会福祉協議会等に
寄付されています。
　これまでに（5月7日時点）、大人用と子ども用、幼児用を
あわせて1,000枚製作し、これからもマスク不足が解消され
るまで、できる限り作り続けていきたいと話されています。

こころでつながろう！福井

ふっこう
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賛助会費は一口5,000円です。民間団体として、
柔軟で効果的な活動を図るため、ぜひご協力をお願いします。

問合せ先　総務企画課　総務企画グループ
TEL.0776-24-2339

ふくい社会福祉5月号第442号　令和2年5月20日発行


